「ヨナさんのお話し」その３　　ヨナ書３章　2010年8月15日
8月に入ってから毎週ヨナさんのお話しをしていますよね。今日はその第三話です。今日も最初に少しだけ、今までのお話しをふりかえってみましょう。
1． ある日神様はヨナさんにむかって「ニネベに行きなさい」とおっしゃいました。ヨナさんは、北イス

ラエルの預言者で、神様の言葉を語る役目をしていました。
２．ところがヨナさんは神様に従わなかったため、船は大嵐になり、ヨナさんはポパイに似ている船長さんに投げ飛ばされて、海に放り出されてしまったのです。
３．そしてヨナさんは三日三晩、大きな魚のお腹の中でお祈りをしました。自分のしたことを悔い改め、

　こんな自分を助けてくださる神様に感謝の祈りをおささげしたのです。

４．こうしてヨナさんは魚の中から助け出され、もう一度陸の上に出ることが出来たのでした。

５．さてさてヨナさんは、このあといったいどうなったのでしょう？

６．神様はもう一度ヨナさんに向かって、「ニネベに言って、私の言葉を語りなさい」とおっしゃいました。そしてヨナさんは、今度は確かにニネベに行くことを決心しました。そして、すぐに出かけたのです。

７．ニネベに着くとヨナさんは叫びながら、神様の言葉を人々に語り聞かせました。

ヨナ　「みなさーん、ニネベの町は罪に満ち溢れています！ あと40日もすれば、ニネベは滅びてしまうでしょう!! これは神様の言葉です。神様が、そうおっしゃっているのです！！」

ニネベの民「それは大変だ、私たちも神様を信じて、悔い改めようじゃないか！」

８．家来「王様、大変です。このままではニネベは滅びてしまいます！」

　　王様「なに！？ このままではいかん、私たちはまことの神様を信じなくてはいけないのだっ！ さあ、
　　　　すべての人が悔い改めて、神様を信じるようにしよう！！ 私たちは滅ぼされても仕方ない･･･でも、もしかしたら神様は救ってくださるかも知れない。どちらにしても、私たちは神様を信じて、神様に祈ろう！」

９．こうしてニネベの王様、そして町のすべての人たちが、悪いことをやめて、神様を信じて、悔い改めのお祈りをしました。

　　神様はそれを喜ばれ、ニネベの町を救ってくださいました。滅ぼすことをやめてくださったのです！

10．この時のことを、聖書はこう書いていますよ。

「神様は、彼らが悪の道から離れたことをご覧になりました。 それで、彼らを滅ぼす計画を中止したのです。」ヨナ書3:10
　　神様は愛のお方です。一人も滅びないようにと、望んでおられるのですね。どんなに罪深い人であっても、神様を信じるならば、誰でも救われるのです。これは聖書の約束です。

11．神様に赦されたニネベの人たち・・・しかし、そのニネベの人たちを見つめる黒い影が・・・。

12．はい、今日はここまでです。

　さあ、この続きはどうなるのでしょうね？ この続きはまた来週。お楽しみに！　今日はおしまい、続く！
